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た。ステント留置時と 6ヵ月後に血管内超音波を施行し、ステント近位の edgeより 5mm離れた中枢側の 5mm
間の連続切片にてExternal Elastic Membrane Volume(EEMV),Lumen Volume(LV), Plaque Volume(PV=EEMV-LV)
をSimpson法で求めた。コントロール群では6ヵ月間でEEMV, PV, LVの有意な変化を認めなかった。一方、ス
タチン群ではEEMVの変化は認めなかったが(EEMV: 82.8±21.8 mm3 vs 83.9±25.7 mm3, p=NS)、PVの減少によ
りLVは増加した(PV: 35.5±12.7 mm3 vs 30.9±15.6 mm3, p=0.001, LV: 47.7±19.8 mm3 vs 52.5±22.2 mm3, 
p=0.003)。 また6ヶ月間の変化率を示す%EEMVと%LVは2群間で有意な変化を認めなかったが(%EEMV, control 
-0.7±5.4% vs statin -0.9±10.6%; %LV, control 1.3±18.1% vs statin6±16.3%, respectively =NS)、%PV
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タチン群ではEEMVの変化は認めなかったが(EEMV: 82.8±21.8 mm3 vs 83.9±25.7 mm3, p=NS)、PVの減少によ
りLVは増加した(PV: 35.5±12.7 mm3 vs 30.9±15.6 mm3, p=0.001, LV: 47.7±19.8 mm3 vs 52.5±22.2 mm3, 
p=0.003)。 また6ヶ月間の変化率を示す%EEMVと%LVは2群間で有意な変化を認めなかったが(%EEMV, control 
-0.7±5.4% vs statin-0.9±10.6%; %LV, control 1.3±18.1% vs statin 6.3±16.3%, p=NS)、%PVはスタチ
ン群でコントロール群と比べて有意な減少を示した(%PV, control; 5.8±20.3% vs statin; -20.4±21.8%, 
p=0.02)。 
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【結論】6 ヶ月間のスタチン投与は血管の拡大を伴わずにプラークを退縮させる可能性が示唆された。スタチ
ンの多面的作用の一つとしてのプラーク退縮の可能性を血管内超音波を用いて示したものであり、本研究者は、
博士（医学）の学位を授与されるに値するものと認められた。 
